
毎日の学習活動への､新聞活用の一例

～ 地理 ･世界史･HRにおける実践 ～

長野県長野東高等学校 大 倉 宏 夫

1.実践の概要

(1) はじめに

お恥ずかしい話であるが､社会科の教員である私が､｢NIE｣活動について知る

ところとなるのは､ほんの1年はど前のことである｡ といっても､詳しい内容や実践

方法については全くの無知であった｡そして昨年､希望用紙が手元に届く｡それまで

も､もちろん本格的取り組みとは言えないが､新聞記事を利用して授業の導入とした

り､あるいは授業の展開部分で用いることはあったので､それではひとつ試みとして

申し込んでみよう､という軽い気持ち (失礼ながら)で希望用紙に記入した｡

しかしながら学校長あての ｢認定書｣が届き､8社との契約という事態になり､あ

くまでも個人的好奇心からのスタートであっただけに面食らったが､それでもやるか

らには気合を入れて取り組もうと決意し､2ケ月間､できる限り毎日､授業やHRに

新聞記事を活用した｡以下は､その実践例である｡

(2)実践教科 ･科目等

① 地 理 (3学年選択･4単位･2講座)

短大 ･専門学校 ･就職の生徒が大部分の講座である｡NIE期間中は､｢民族と

国家｣､｢世界の人口問題｣が学習範囲であったので､それに関連する記事を活用し

た ｡

また､学習する単元とは関わりなくとも､世界の国々のタイムリーな出来事や現状､

国際関係､日本や長野の地理関連記事があれば､ピックアップして授業に活用した｡

生徒が､個人レベルの生活 ･思考だけではなく､地域や自国､国際社会にも視点を

置き､グローバルな視野での考察をすることが少しずっでもできるようになれば､

というねらいである｡

② 世界史 (2学年必修 ･4単位･2講座)

2年生の必修世界史は､近現代史を学習する｡ NIE期間中は､｢1900年代前半

の世界-･第1次世界大戦前後から中国革命 ･ロシア革命を経て､第2次世界大戦緒

結と国連成立まで｣が学習範囲であった｡イラク情勢をはじめ､現代の国際社会と

つながる歴史であるから､多くの新聞記事を活用することができた (むろん､毎日

活用するには難点も多いが)｡ねらいは､上述の地理同様である｡また､世界史が､

`̀あくまでも過去の出来事であって､暗記科目なのだ''という生徒の思いを再考さ

せることもねらいとなる｡
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③ HR･朝の読書 (2年HRクラス･HR9時45分～､朝読9時55分～10分間)

本校では､今年度より ｢朝の読書の時間｣を設定している｡昨年度までは期間限

定で実施していたが､今年度より通年化した｡そのねらいについては､ここでは触

れないが､ 1年間の実施でそれなりの成果はあると思われる｡しかし､やはりマン

ネリ化による問題点もあり､ぼうっとしていて読書しない生徒､宿題に追われる生

徒､居眠りする生徒などがしだいに増えはじめる｡

そこで､これも個人的取り組みであるが､NIE期間中､HR･朝続の時間を利

用して､新聞記事を読ませることを試みた｡連絡終了後､各新聞からピックアップ

した記事B4版 1枚分の資料 (こちらで別資料を追加したり､書きこむ場合あり)

を配布して読ませる｡その後､必要に応じて解説をする｡ 時間がない場合は､その

日の､世界史の授業で解説をする｡ねらいは､やはり上述通りである｡また､進路

指導の面からも､小論文 ･作文 ･面接などに間接的にではあるが､役立っと考える｡

2.新聞の置き場所 ･整理方法

置き場所は､私が担任をしている､2年のHR教室である｡各社ごとにわけて配置し

てある｡生徒には､時間のあるときにはいっでも閲覧できるようにしてある｡ また､他

クラスの生徒にも同様である｡ 2ケ月間だけであるので､それほどの量ではなく､また

場所もとらないので､特に整理方法も考えなかった (次年度はそうはいかないかと思う

が)｡

教室で自分が読んだ記事が､翌日の､朝読の時間に配布する資料に掲載されていると､

｢これ､昨日読んだ｣と､反応する生徒もいる｡ それなりに､活用している状況である｡

3.実践の内容

今年度の私のNIE実践期間は2ケ月であるが､前述した通り､新聞記事の授業への

利用は以前から実施している｡ そこで､ここでは今年度 1年間を通しての実践例の中か

ら､いくつかをピックアップする｡

(1) 地理の授業における実践例

3年選択地理講座では､以下のように活用した｡

[1]新聞記事を単元授業の副教材的ポジションに据えて活用する方法｡
[2]すでに学習した､あるいは今後学習予定の内容と関連する新聞記事をピックアッ

プする方法｡

[3]世界の国々に関する新聞記事を､授業に関わらなくともピックアップする方法｡

いずれの場合も､

･ピックアップした国の位置､首都などを確認する｡(｢地図帳｣利用)

･ピックアップした国の特徴をおさえる｡(｢データブックオブザワールド｣利用)

･既習事項の場合は､復習をあわせて行う｡

･[3]の場合には､細かな解説を加えて､一般的知識 ･教養の修得と国際的な視野 ･

思考力を養う｡
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【例①】
単元 ｢領土と国境｣-日本の国境問題

【信濃毎日新聞4/10(水)】
･竹島をめぐる日韓の対立を理解する｡竹島の位置､歴史的背景､両国の主張などをお

さえる｡ さらに､竹島以外の日本の領土問題や､国家の領域の学習に発展させる｡

【例②】
｢ベネズェラでクーデタ｣
【信濃毎日新聞4/14(冒)･4/18(木)】
･ベネズェラで軍事クーデタが発生したが､失敗に終わった｡2つの記事からそのこと
を学習する｡ クーデタの背景とともに､国の位置､データ､国名の由来などについてお



【例③】

単元 ｢現代の国家と国家群｣復習含む-東ティモールの独立

【信濃毎日新聞5/20(月)】
･東ティモール民主共和国の誕生を理解する｡ 位置､歴史的背景､民族､宗教､独立の

意義､今後の課題などについて学習する｡そして､民族問題の学習へと発展させる｡
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【例④】
単元 ｢民 族の共生をめざして｣ -スリラ ン カ の 内 戦
【毎日新聞1/7(火)･中日新聞1/9 (木 )】
･民族 の共生問題の例として ､ 長年の 内 戦 が 解 決 に 向 か ってい る ス リ ラ ンカを例にして
学習す る｡ 国の位置､歴史､対立の背景 な ど に つ い て お さえる と と もに､多民族国家が

約20左に及ぶスリランカ内野,yol年の米同時多苧石後の国際項現の変化に伴い.-対策に･t6る解決に向け･Kきく産み出しLJo国際的な反テロ包囲網の中で､空前に追い込まれLJ少数派民族タミル人の反政府ゲリラ租餓｢タミル･イーラム解放のトラ(LTTE)Jが再び武器を取る可能性は低いとの見方が表的LJOしかし'和平Rl成には課句が山林している.【コロンボ亨日孝之､写井も】
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【例⑤】

単元 ｢さまざまな環境問題｣総復習
【毎日新聞1/5(冒)】

･学習してきた環境問題 (地球温暖化 ･オゾン層破壊 ･酸性雨･砂漠化 ･放射能汚染な

ど)の総まとめとして､記事を読み自分の考えを800字の小論文にまとめる課題学習｡
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国
が
沈
ん
で
し
ま
う
恐
怖

海
水
観
賞
が
上
が
っ
て
各
地
の
サ
ン

ゴ
磯
で
サ
ン
ゴ
の
死
の
白
化
現
象
が
眉

き
て
い
る
o
同
様
に
黒
星
な
接
触
､
塩

水
性
湿
地
､
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
の
沿

な
ど
外
聞
か
ら
日
本
に
定
着
を
果
LJし

た
ク
モ
や
昆
虫
も
少
な
く
な
い
｡

世
界
的
に
異
常
気
象
が
目
立
つ
o
生

物
の
大
嶋
的
減
が
起
こ
り
､
生
物
多
様

性
が
急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
｡

｢20
年

別
後
に
は
地
球
の
破
闇
を
肌
で
必
じ
る

だ
ろ
う
｣
と
始
る
専
門
家
も
い
る
O

実
は
唄
墳
省
i
)そ
れ
に
旺
い
危
機
感

を
鋳

っ
て
い
LJO
専
門
家
を
集
め
て
ま

盾
憎
態
を
一
変
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
｣

し
か
も
仕
態
系
な
ど
に
監

置
与
え

る
の
は
気
候
変
動
1.hJけ
で
は
な
い
O
熊

秩
節
な
森
林
伐
採
な
ど
の
貞
朽
破
壊
や

士
地
利
朋
の
教
化
､
将
性
雨
､
汚
軸
物

欝
の
集
積
､
移
入
欄

(外
来
種
)
の
導

入
な
ど
も
嘩
J
'か
か
わ
っ
て
い
る
O
オ

ゾ
ン
層
破
堺
や
世
界
的
な
人
口
増
加
な

ど
の
形
鞘
も
納
視
で
き
な
く
な
る
O

な
い
｡
せ
め
て
温
懐
化
防
止
で
山

見
え
る
効
巣
を
上
げ
た
い
が
ご

そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
｡

08
年
か
ら
12
年
ま
で
の
闇

義

間
)
の
先
進
国
全
体
の

る
こ
と
を
rn
i
J
つ
LJ京
那
檎
疋

全
席
行
さ
れ
LJと
し
て
i
)､
温
腰
仙

遊
歴
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

蝉
生
態
系
に
も
被
啓

が
出
始
め
LJO

温
硬
化
と
海
面
上

昇
を
深
刻
に
受
け
止

め
る
の
は
太
平
洋
､

イ
ン
ド
洋
'
カ
リ
ブ

海
な
ど
の
為
し
ょ
腿

ん
の
ち
ょ
っ
と

-
ド
を
鈍
ら
せ

だ

｡沿岸
部
の
被
善

は
次
窮
に
大
き
く
な
り
､

｢盟
そ
の
も

の
が
沈
ん
で
し
亭
つ
｣
と
い
う
恐
怖
か

ら
も
逃
れ
ら
れ
な
い
D

日
本
で
は
年
咋
均
気
温
が
1
0
0
年

間
で
約
1
厚
上
が
り
へ
那
和
郎
で
は
2

度
以
上
上
昇
し
LJ｡
桜
の
開
花
日
は
半

世
紀
で
5
日
早
ま
り
'
昨
年
は
全
国
的

に
債
も
早
い
妃
緑
を
作
っ
LJO
昆
虫
は

ど
ん
ど
ん
北
上
し
､
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

温

暖

化

の

脅

威

を

見

据

え

よ

う

け
で
あ
る
C

離
脱
で
､
そ

ん
の
ち
ょ
っ

危
ぶ
ま
れ
て

が
実
情
だ
｡
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そ
れ
で
も
あ
き
♪

と
め
た
報
告
粛

r地
球
滑
腰
化
の
日
本

へ
の
影
響
2
0
0
1
｣
に
は
次
の
歩
つ

な
営
告
が
出
て
く
る
｡

｢
(漁
場
化
に
伴
う
)
気
候
変
軌
と

そ
の
影
響
は
確
姥
に
進
行
し
､
30
年
後

に
は
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
､
そ
の
後

川
越
す
る
｣

｢気
候
変
軌
は
生
態
系
､

農
業
､
社
会
基
地
､
人
間
健
鯛
な
ど
に

多
大
な
影
響
RJ与
ス
､
わ
れ
わ
れ
の
生

こ
れ
ら
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
大
災

害
な
ど
が
起
こ
り
､
世
界
の
生
態
系
は

も
と
よ
り
､
経
済
や
人
々
の
生
盾
に
計

り
知
れ
な
い
影
廿
を
及
ぼ
す
｡
途
上
国

や
飢
え
に
苦
し
む
人
に
耗
っ
苑
に
し
わ

寄
せ
が
い
く
41Jろ
う
C

人
桝
や
生
物
の
S
l荷
造

に
か
か
わ

る
帝
賊
を
深
刻
に
受
け
止
め
､
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
串
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

め
ザ
に
温
室
凱
実
ガ
ス
の
削
減
に
喝

る
べ
き
iJ｡
ほ
年
以
陳
の
第
二
､

を
立
て
､
米
国
の
紙
定
帝
硬
柵

必
嬰
が
あ
る
｡

そ
つ
L
LJ況
傾
化
の
綾
利
鞘
と
池



【例⑥】

単元 ｢民族と国家｣総復習

【信濃毎日新聞1/6(月)･毎日新聞1/7(火)】
･学習してきた､民族をめぐるさまざまな問題についての総まとめとして､新聞記事を

読んで､自分の考えを800字の小論文にまとめる課題学習｡

テルアビブ

自

爆

テ

ロ
25
人

死
亡

雛

P
L
O
系
組
織
が
声
明

【
エ
ル
サ
レ
ム
海
保
兵
人
】
イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
中
心
街
で
5
口
板
､
2
件

の
同
時
自
琴
ア
ロ
が
起
き
､
白
頒
犯
2
人
を
含
め
引
25
人
が
死
亡
､
1
0
0
人
以
上
が

負
傷
L
LJC
犠
牲
者
の
う
ら
4
人
は
外
国
人
労
働
者
だ
っ
LJと
い
う
C
パ
レ
ス
チ
ナ
解

放
機
桐

(L
L
O
)
主
流
派
フ
ァ
タ
ハ
系
の
武
張
組
織

｢ア
ル
ア
ク
サ
殉
教
者
同
｣
が

犯
行
声
明
舟山
L
LJO
イ
r<
Lフ
エ
ル
領
内
で
の
自
供
テ
ロ
は
昨
年
日
月
21
日
以
来
で
､

耶
年
に
入
つ
て
か
ら
細
め
て
o

..

.

;
'

MJ
J

.
.

...HJ=
.

.I.;_,1';-;..‥択榊.:::.摘T附.:.

パ
レ

スチナ自治区ガザ冊

に
報

復のミサイル攻撃を

行
っ

た｡また'イスラエ

ル
蚊

府は主要閣賊で､パ
るなど新たな
刺戟熊井決

めた｡自琴丁ロは混
雑してい

iiJ商店街と'
約150㍍

離れた
バ

ス停で連続して

超
きLJ｡

現場付近では昨

年
↑月
と

1月にも日歩T

ロが
起きていた｡

シャロ

ン･イスラエル

首相は5

日深夜､緊急の
治
安
解
繊
を
開
き
､
対
応
熊

を
脱
雑
O
イ
ス
ラ
エ
ル
放
送
,

な
ど
に
よ
る
と
､
制
歓
熊
で

は
9
日
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
的
岸

ラ
マ
ラ
で
予
定
さ
れ
る
パ
レ

ス
チ
ナ
の
患
歯
決
定
機
関

｢パ
レ
ス
チ
ナ
中
央
委
員
会

(p
c
c
)
｣
の
開
催
を
禁

じ
LJほ
か
､
ブ
レ
ア
非
首
相

が
原
案
し
14
日
に
ロ
ン
ド
ン

で
予
定
さ
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ

間
朝
会
鵬
へ
の
目
治
牧
村
高

官
ら
の
出
岡
宗

じ
LJD

四
博
に
あ
る
三
つ
の
イ
ス

ラ
ム
系
大
学
･
学
校
を
閉
鎖

し
､
滞
留
､
t
般
市
民
を
含

め
LJパ
レ
ス
チ
ナ
人
の
車
で

の
眉
行
宵

山
を
制
限
す
る

こ
と
も
決
め
た
と
い
う
｡

イ
ス
ラ
エ
ル
甲
は

こ
の
半

作
間
､
ヨ
ル
ダ
ン
川
田
岸
の

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
主
要
7

那
印
で
偲
攻
と
封
鎖
熊
､
外

山
禁
止
令
な
ど
を
傾
り
返

し
､
先
月
は
白
僻
テ
ロ
が
1

件
も
起
き
な
か
っ
LJ｡
し

か

し
､
パ
レ
ス
チ
ナ
の
過
激
派

側
は
ひ
そ
か
に
テ
ロ
を
敢
行

す
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
｡

ア
ル
ア
ク
サ
殉
教
者
問
の

声
明
に
よ
れ
ば
､
実
行
犯
2

人
は
西
梓
ナ
ブ
ル
ス
山
勇

で
､
自
宅
を
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

に
破
鳩
さ
れ
た
棚
復
と
し
て

テロを
行
っ
た
と
い
い
､
新

た
な
犯
行
を
予
告
し
て
い

る
｡
LJが
､
フ
ァ
タ
ハ
抑
部

は
犯
行
を
否
定
し
て
お
り
､

事

件

の
糟
後
に
は
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
組
織

｢イ
ス
ラ
ム

聖
職
｣
が
日房
躍
し
て
い
る
と

の
見
方
も
浮
上
し
て
い
る
｡

右

傾

化

は
必

至

イ
ス
ラ
エ
ル

四
イスラエル第二
の郡市テルアビ
ブは､地中海に
面する海岸平野
のほぼ中央に位

せする｡もともとは古く

からの町ヤッファ郊外の

農地だった.十九世紀T)

ろからユダヤ人の入植で

都市が生まれる◆イスラ

エル建国の1九四八年か

らしばらく､首都ともき

れたo世界各地かりユダ

ヤ人が迎え入れられ､急

速に発展していく｡代わ

りにヤッファからは､九

万人を超えるパレスチナ

人が追い出された｡ユダ

ヤ人にとっては建国運動
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
'
パ

レ

ス
チ
ナ
人
に
は
恨
み
の
地
で

あ
る
◆
そ
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
で

新
年
早
々
､
多
く
の
犠
牲
者

を
準
え
る
日
歩
丁
ロ
が
起
き

て
い
る
｡
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

若
者
二
人
が
､
ほ
ぼ
同
じ
場

所
J
同
じ
時
刻
に
爆
弾
も
ろ

と
も
爆
死
し
た
.
巻
き
込
ま

れ
た
死
者
は
､
二
十
人
を
超

-各
勺

け
が
人
も
百
人
以
上

に
上
る
.
外
国
人
労
働
者
が

集
ま
る
場
所
で
も
あ
り
､
中

国
人
や
タ
イ
人
ら
が
含
ま
れ

て
い
香
り
し
い
◆
イ
ス
ラ
エ

ル
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
に
よ

っ
すパ

レ
ス
チ
ナ
人
は
､
刻

々
と

追
い
話
ゆ
り
れ
て
い
く

ば
か
り
だ
.
日
頃
プ
ロ
や
射

【
丁目ル
サ
レ
ム
洞
保

其

人
】
イ

ス
ラ
エ
ル
の
テ
ル
ア

ビ
ブ
で
5
日
､
1
カ
月
半
ぶ

り
に
パ
レ
ス
チ
ナ
過
激
派
の

自
e
lT
ロ
が
再
発
し
た
こ
と

で
､
泥
沼
の
衝
突
は
今
年
も

続
き
そ
う
な
顛
行
き
と
な
っ

た
｡
今
月
28
日
の
イ
ス
ラ
エ

ル
総
遡
基
を
軌
に
し
た
テ
ロ

再
発
は
､
イ
ス
ラ
エ
ル
世
約

の
占
順
化
を
促
進
し
､
シ
ャ

ロ
ン
封
柑
率
い
る
右
派
政
党

リ
ク
ー
ド
を
選
挙
で
有
利
に

す
る
と
の
見
方
が
強
い
｡

現
在
､
国
会
第
2
党
の
リ

ク
ー
ド
は
総
選
挙
で
の
優
勢

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の

情
勢
に
つ
い
て
､
左
派
は
､

シ
ャ
ロ
ン
首
相
や
側
近
が
パ

レ
ス
チ
ナ
の
テ
ロ
の
鞘
威
や

イ
ラ
ク
か
ら
の
ミ
ウ
イ
ル
攻

塀
の
〃
能
比
を
公
甫
す
る
こ

と
で
川
柳
を
右
傾
化
さ
せ
､

国
民
の
支
持
を
つ
な
ぎ
留
め

て
い
る
､と
指
摘
し
て
き
た
｡

し
か
し
､
先
週
末
に
行
わ

れ
LJ名
和
-1
約
胴
萱
で
は
､

リ
ク
ー
ド
の
比
例
代
表
候
補

著
名
簡
作
成
に
か
ら
む
現
職

賊
貝
の
実

収
疑
惑
発光
に
よ

り
､
リ
ク
ー
ド
の
予
想
獲
得

娘
席
は
1
時
の
40
紙
席
以
上

か
ら
訓
余
賊
席

に減
っ
て
い

た
｡
こ
の
た
め
シ
ャ
ロ
ン
首

相
は
党
の
立
て
直
し
と
<
気

ぽ
ん
鳳
に
瑚
起
と
な
っ
て
い

た
が
､
そ
の
矢
先
に
今
回
の

島

テ
ロ
が
起
き
LJO

イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
の
大
勢

は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
よ
る
テ
ロ

を
卵
懲
し
､
雫
の
侵
攻
熊
な

ど
九
を
楯
り
と
す
る
シ
ャ
ロ

ン
首
相
机
の
や
り
カ
を
依

然
､
支
持
し
て
い
る
｡
イ
ス

ラ
エ
ル
領
内
で
の
テ
ロ
が
続

発
す
れ
ば
､
パ
レ
ス
チ
ナ
側

と
の

｢対
暗
に
よ
る
解
決
｣

を
掲
げ
る
ミ
ツ
ナ
苑
首
率
い

る
中
温
左
派
･
労
働
党
の
仔

打
は
色
あ
せ
る
ば
か
り
LJ｡

労
働
兜
は
国
会
約
-
照
な
が

ら
､
逝
挙
で
爺
雛
が
予
想
さ

れ
て
い
る
｡

LJが

7
方
で
､
シ
ャ
U
ン

首
相
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
テ

ロ
を
抑
え
る
決
め
事
が
な

く
､
宇
軒
ま
り
に
陥
っ
て
い

る
､
と
の
批
判
が
あ
る
の
も

確
か
だ
c
tJ
の
た
め
frrツ
ナ

党
首
は

｢イ
ス
ラ
エ
ル
は
治

安
政
熊
を
変
え
る
べ
き
だ
｣

と
主
張
し
始
め
て
い
る
が
､

国
民
が
日
を
傾
け
る
か
ど
う

か
は
定
か
で
な
い
｡

米

大

統

領

｢
最

も

強
い
言
葉

で
非

難

｣

【ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ブ

ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
5
日
声

明
を
発
表
し
､
イ
ス
ラ
エ
ル

の
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
同
日
起
き

た
同
将
白
琴
ア
ロ
に
つ
い
て

｢テ
ロ
リ
ス
ト
が
ま
た
も
イ

ス
ラ
エ
ル
を
攻
解
し
､
テ
ル

ア
ビ
ブ
の
巾
民
を
槻
傷
L

LJ｡
こ
の
卑
劣
な
行
為
を
虎

も
強
い
百
端
に
よ
っ
て
非
雛

す
る
｣と
搬
し
く
非
那
L
LJ｡

大
統
領
は
さ
ら
に

｢テ
ロ

リ
ス
ト
は
妨
斉
し
歩
つ
と
LJ

く
ら
ん
で
い
る
が
､
米
国
は

引
き
続
き
中
東
糾
叩
の
東
研

に
粥
力
す
る
｣
と
糾
叫
に
取

り
組
む
強
い
決
意
義

明
｡

そ
の
上
で
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

牧
府

に対
し
テ
ロ
対
熊
弼
化

の
非
力
を
求
め
LJc
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(2) 世界史の授業における実践例

2年必修世界史 (近現代史)では､副教材的ポジションとして新聞記事を利用しよ

うと試みたが､学習単元と直接関わる内容の記事の選択が難しく､そのため学習する

キーワードやキーパーソンが登場する記事を活用しての授業を展開した.

【例①】

単元 ｢第1次世界大戦下の世界(アジア)｣
【中日新聞1/14(火)】
･戦中の密約とパレスチナの混乱､民

族対立について学習する｡前述地理の

【例⑥】の記事も用いて､現在も大き

な国際的問題であることをしっかりお

さえる｡

また記事が､同年代の高校生の意見

であることにも触れる｡

(後日､ 【毎日新聞1/26(日)】･･･P･

阿

州はnMmM汁∴

一｣召

r
っと
両得さ

れたユダヤ人

たちもそろ
重んでいるは

すです｡

こ

のユダヤ人間
閏が統
た
と
いう
こ

とは'寺はも

晴

海
亡､今留勇
司
うす
ぐ吾
まで来てい

ナ

間

閏
に発展して
い
ま
る｡
つらい今の向こうに

す
｡

何十年の間に
な

ぜ､
平和
が見えます｡平和的

戦
い
を

終わらせるこ
とが
な解
決をし

てほしい-き

陶
が
と

ても痛みまし
た｡
嘗
蕪
があり

ます｡冬が来

に
つ
い

て邦味があ

っ
た
の

ですか
'実

際
ど

んな虐待塞

け
､

苦しんだのか

は
知

らなかったの

で
'
知

ったときは
ユダヤ人問題

平和的解決を

ん｡自分の圏の強
さ姦
い合うこと

ほど､

ばかげたこ

とは

ありません｡
｢冬

来れなば春

遠から

じ｣という

中島
広美
高校生
ー

(三重県鈴鹿市
)

二学期の授業で
ユダヤ

人
の

歴史について勉
載
し

ま
し
た

｡私は｢ぼくの神

さ
ま

｣(ユレク
･ポガ
エ

ピ

ッチ著)という本を読

ん
で
か

ら､ユダヤ塵

でき
なかっ

たのでしょ

う｡やはり､

国の問噂を

通り越し､

心の間組にな

って
いるの

ではないかと

思います｡

どちらかが柔

らかい心を

持てば解決す

るはずです｡

平和のため

の
戦

争など絶対あれませ
オトゥ-ル氏にアカデミー賞名誉賞授与の記事

を用いて､アラビアのロレンスについて復習｡記事の掲載省略)

士
は
泣
い
て
い
る
｡

日
露
較
争
の
戦
意
高
揚
の
た
め
､
当
時
の
帝
政

ロ
シ
ア
で
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
風
刺
画
の
ひ
と
つ

一
枚
の
絵
が
あ
る
｡

屈
強
な
ロ
シ
ア
の
農
民

●つC

が
､
背
が
低
く
て
狐
臼
を
し

た
､
黄
色
い
顔
の
日
本
人
兵

士
を
殴
り
つ
け
て
い
る
｡
兵

だ
｡
政
冊
の
検
閲
下
で
日
本
人
は
偏
見
を
込
め
て

箕
弱
に
描
か
れ
る
の
が
常
だ
っ
た
C

頚

罰

阿
代
に
は
日
零

争
が
日
本
の
脅

威
を
大
い
に
あ
お
る
材
料
に
使
わ
れ
た
｡
第
2
次

大
戦
の
記
憶
は
'
い
ま
な
お
目
口
両
国
民
の
間
に

わ
だ
か
ま
り
を
残
し
て
い
る
｡

だ
が
､
日
揮
戦
争
当
時
は

｢民
衆
に
は
日
本
人

へ
の
嫌
悪
感
は
必
ず
し
も
強
く
な
か
っ
た
｣
と
､

日
露
戦
争
っ

て
何
だ
っ

た

【例②】

単元 ｢ロシア革命｣の導人-日露戦争 ･第1次ロシア革命
の復習

【朝日新聞1/17(金)】
･ロシアのロマノフ王朝崩壊から､ソ連成立とその発展

までを学習するこの単元の導入として､日露戦争と第 1

次ロシア革命についての復習を行う｡ 左の記事を活用す

る｡記事中に､すでに辛亥革命の授業で学習した ｢孫文｣

が登場しているので､彼についても復習する｡さらには､

今後学習する ｢スターリン｣ ･｢ネル-｣の名も出てく

るので､彼らについても予習として教科書を確認してお

さえておく｡

さらには､ロシアの歴史の学習であるが､記事から朝

鮮､中国､そして日本とも深く関連していること､過去

の出来事というだけではなく､現在の国家間問題と深く

関わっていることもおさえる｡

広
島
市
立
大
学
の
ユ
リ
ア
･
ミ
ハ
イ
ロ
ワ
教
授
は

括
る
O
む
し
ろ
日
本
兵
の
勇
気
に
感
心
し
た
紀
銀

さ
え
あ
る
と
い
う
の
だ
｡

ソ
連
柄
壊
後
､
ロ
ン
ア
で
は
目
許
聯
争
の
様
々

な
新
資
料
が
発
掘
さ
れ
､
学
者
の
研
発
も
自
由
に

な
っ
た
｡
彼
女
も
そ
の
ひ
と
り
だ
｡

目
性
戦
争
を
問
い
直
し
'
教
訓
を
21
世
紀
に
生

か
そ
う
と
い
う
圏
際
的
な
試
み
が
､
来
年
の
開
戦

1
0
0
周
年
を
前
に
進
ん
で
い
る
｡

米
国
を
は
じ
め
各
地
で
学
A罰

予
定
さ
れ
､
研

究
成
果
の
発
表
も
始
ま
っ
て
い
る
｡
日
本
で
も
研

究
A蔀

発
足
し
た
｡
目
口
米
中
韓
'
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
､
イ
ン
ド
な
ど
の
学
者
が
協
力
す
る
｡

日
露
戦
争
は
20
世
紀
最
初
の
義
朝
争
だ
っ
た
｡

近
代
日
本
を
朝
鮮
の
植
民
地
支
配
'
さ
ら
に
は
中

国
侵
略
へ
と
向
か
わ
せ
た
転
回
点
で
も
あ
る
｡

だ
が
'
戦
争
の
実
像
や
影
響
の
評
価
を
め
ぐ
っ

て
は
な
お
様
々
な
見
方
が
あ
る
O
開
戦
の
兼
任
が

重
い
の
は
日
本
か
ロ
シ
ア
か
0
日
本
が
自
衛
の
た

め
に
や
む
を
え
ず
閑
職
し
た
と
い
う
理
屈
は
成
り

立
つ
の
か
否
か
｡

ア
ジ
ア
の
民
族
僻
故
に
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た

こ
と
は
事
実
だ
｡
中
豊

命
の
指
尊
者
,頭

ば

｢日
本
が
ロ
シ
ア
に
勝
ち
､
民
族
の
独
立
と
い
う

希
望
が
生
ま
れ
た
｣
と
誇
っ
た
O
そ
う
し
た
側
面

を
認
め
つ
つ
も
､
結
局

｢帝
国
主
義
国
の
集
団
に

新
た
な
四
を
加
え
に
だ
け
だ
｣
と
否
定
的
に
総
括

し
た
の
は
,
イ
ン
ド
建
国
の
挙

だ
｡

歴
史
の
多
面
性
で
あ
る
｡

日
露
戦
争
の
主
戦
場
と
な
っ
た
の
は
朝
鮮
半
島

と
中
国
東
北
部
だ
っ
た
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
中
国
と
朝
鮮
半
島
の
民
衆
の

視
点
は
ほ
と
ん
ど
抜
け
落
ち
て
い
た
｡
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【例③】

単元 ｢ファシズム台頭～第2次世界大戟への道｣-復習含む
【朝日新聞2/16(日),17(月)･産業経済新聞2/17(月)】
･記事はいずれも､イラク･北朝鮮問題に関するものであるが､過去の戦争についても

ふれている｡ その中に授業で学習した ｢ヒトラー｣･｢ゲルニカ｣･｢ズデーテン｣･｢チェ

ンバレン｣･｢宥和政策｣が含まれている｡記事の内容の理解とともに､第 2次世界大戦

前のファシズムの台頭と､それに対する英仏などの対応について復習する｡

また､これから学習する ｢ドゴール｣･｢レジスタンス｣も､記事中に出てくるので､

これについてもおさえる｡

第2次世界大戦 (太平洋戦争)が "昔のこど'なのではなく､ほんの60年前の原爆も
使用された大戦争であり､現在の国際関係と密接に関連していること､日本人としてし

っかりと理解し考察しなくてはいけないことであることを､この単元での重点とする｡

-~｢
l車 車

｢今
夜
､
パ
リ

は
世
界
で
最
も
幸

せ
な
郡
市
だ
.
パ

リ
中
が
踊
っ
て
い

る
｣
｡
44
年
8
月

25
日
の
夜
､
そ
ん
な
放
送
が

米
国
に
流
れ
た
｡
パ
リ
か
ら

そ
の
声
を
送
っ
た
c
B
S
ラ

ジ
オ
特
派
員
の
ラ
リ
ー
･
ル

シ
ュ
ー
ル
氏
が
今
月
初
め
93

歳
で
U
く
な
っ
た
こ
と
を
知

っ
た
▼
ド
イ
ツ
軍
が
脱
出
し

i､り臼

川

た
あ
と
の
パ
リ
に
ド
ゴ
ー
ル

将
軍
が
入
っ
た
25
日
は
､
パ

リ
解
放
の
日
と
し
て
記
憶
さ

れ
る
p
逆
か
ら
見
れ
ば

｢バ

リ
陥
落

｣
の
日
だ
っ
た
▼
当

時
の
朝
日
新
聞
は
､
ド
イ
ツ

当
局
が
29
日
に
発
表
し
た
と

し
て

一パ
リ
遂
に
陥
落
す
｣

と
報
じ
た
｡
ド
イ
ツ
軍
は
パ

リ
を
反
枢
軸

軍
の
手
に
委
ね

た
､
と
｡
そ
の
こ
ろ
の
報
道

で
は
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
っ
の
り

∃

材

を

｢
仏
蹴

軍｣つ
まり
反乱
軍として

い
た
｡
同
じ
出
来
事
で
も
立

場
に
よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
違
っ

て
く
る
▼
五
紙
特
派
員
だ
っ

T.
I.

た
衣
奈
多
善
男
氏
は
14
日
に

パ
リ
を
脱
出
､
そ
の
脱
出
記

を
本
紙
に
掲
載
し
た
｡
氏
は

後
に
著
書
で
当
時
を
振
り
返

っ
て
い
る
｡
パ
リ
解
放
の
放

送
を
避
難
先
で
聞
い
て

｢わ

世
界
各
地
で
反
米
､
反
戦
の

運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
､

と
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
て

い
る
｡
デ
モ
行
進
や
集
会
を
全

面
的
に
支
持
す
る
よ
う
な
形
で

て

｢平
和
を
守
っ
た
｣
と
国
民
に
大
歓

迎
さ
れ
た

▼

一
九
七
〇
年
代
､
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
は
流
行
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
な

っ
た
｡
日
本
で
も

｢べ
平

連
｣
の
進
歩

的
文
化
人
が
も
て
は
や
さ
れ
た
｡
そ
し

ク
間
麿
を
め
ぐ
っ
て
欧
米
は
分
裂
寸
前

だ
が
､
国
際
関
係
を
考
え
る
と
き
､
善

悪

(道
徳
)
の
モ
ノ
サ
シ
で
計
る
の
は

ナ
ン
セ
ン
ス
な
の
だ
O
た
と
え
ば
仏
独

英
は
間
違

っ

て
い
る
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-
｡
しか
し
そ
う
い
う
報
道
姿
勢
は
､

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
サ
ダ
ム
･
フ
セ
イ
ン

に
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う

▼

｢歴
史
は
鏡
で
あ

る
｣
と
古
人
の
言
葉
に
あ
っ
た
Q
ll
十

世
柁
を
振
り
返
っ
て
も
､
苦
い

崩

″

鍾

..暇

.;::
;,2..1.:.:
.Li
t
寺

て
解
放
戦
線

な
い
O
計
る

つ
､
何
が
国

▼
m
本
の
国
益
は

U
が
で
き
る
か
､

孔
る
べ
き
重
要

ノJ<･かつ

帽
個
喝
へ
の
対

仏･気
ね
北
の
接

.

亭
ど
う
守
る

堅
持
以
外
に

英
ソ
は
憲

を
放
置
し
た
重

苦

を
と
っ
た
英
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
帰
国
し

が
夢

す
か
数
日
間
の
､
お
ど
ろ
く

べ
き
世
界
の
変
準

じ
あ
っ

た
o
私
は
さ
す
が
に
胸
う
た

れ
て
'
ラ
ジ
オ
の
前
に
う
ず

く
ま
っ
た
ま
ま
､
転
回
す
る

歴
史
の
音
を
き
い
た
｣
▼
ド

イ
ツ
支
配
下
の
母
国
を
上
空

か
ら
し
ば
し
ば
眺
め
た
の
が

作
家
の
サ
ン
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

だ
っ
た
｡
そ
の
慣
察
飛
行
に

っ
い
て

｢き
わ
め
て
近
い
と

同
時
に
遠
い
フ
ラ
ン
ス
上
空

を
数
時
間
飛
行
す
る
と
き
昧

わ
う
､
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
か
の
想
い
ー
こ

こ

戦
時
の
記
録
3
』
み
す

ず
書
房
)
と
｡
作
家
は
パ
リ

解
放
の
1
カ
月
ほ
ど
前
'
出

撃
L
LJ
萎
宗
消
息
を
絶
っ
て

い
る
▼
過
去
の
出
来
事
は
様

々
な
角
度
か
ら
見
直
す
こ
と

が
で
き
る
｡
い
ま
進
行
し
っ

つ
あ
る
こ
と
も
ま
た
そ
う
し

な
け
れ
ば
t
と
思
い
つ
つ
｡

問

湖

牌
蚤

い
に

.

._
こ
e

7
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(3) HR･朝の読書の時間における実践例

【例(丑】

【1/15(水)付各紙-朝日･毎日･日経 ･産経 ･読売 ･中日】
･昨年4月に引き続き､今年も首相が靖国神社を参拝した｡これに関する各紙の記事を
とりあげて､読み比べる｡靖国神社とはどのようなものなのか､なぜ中国や韓国など近

隣諸国も巻き込む大きな問題となるのか､といったことを理解するとともに､自分の考

えも持てるようになることが､.ねらいである｡

留別B,感慨国遜J等ヨ

'産
dJ

評
価
す
る
が
明
雌
な
説
明
を

小棉桃
山郎仲川か州相即
什
金の拙肋に繋付されていt;～かったこと

にだ
川した.料lH仙丹山
水､
が批朋されたとい九る｡

"L収何の川畑指
であるご
)
小爪ti梢は仰咋十月のC=巾持脳余収

の=t.仙蛋
んだことにr.いて
で'汀択比例kij爪から二瓜にわた

分かりにくい州もあるが､狩
りへそれまでの和珊●川に対7hる仙紬

岬として矧民車代淋し､糊代
ねわー等
けL).山部府
の空
目は升礼

讃の粥にmねて如仰の確を炎
捕まりたい折節だったC小水た岬はモ

しようという蕉
抑伸しLJい｡

れに川しなかっiJとい遠
妹でもtや

{筈
州は書付に先山ち､
r!:月で
凪の雷

川は脚柵に伯しよう｡

す
い一､斬た'な丸和ちでγ礼のありがた

喜
かみしめtT甘藍

I_きな

い̂
いう52付与で藍川川LLJい｣畠
べ

た｡lFが改まり､自然な遼
川ちの対れ

だLEi)われる.作叩せれ､相川嬰
ハ宵

層
･甘の札的媒
余は
｢斬たに肘宗扱

;:;･‥I..,:.E.'･:;T=.}!...摘
…

､

ほ↓■皇
向磐がしていLJ｡井川が脚収

ま
た
思
慮
に
欠
け
る
行
動
だ

小加地
L郎首相が1

日､叫四柿葺

LiJ.

首相賢
以来1蔦

小泉b相は
r甲に
l井の

箆
｣宗
男⊥公約にし

てtkJがJ過去の産
の陳に生じ

た瀧乱と外交ト･萄
マイデス考､み

LJぴgrJLかねない｡確めて題

に欠りる誓

｡

この日■持し毒

小康甘

相は
｢お止月ですし､耶たなれ粁

らで]壷
へiiJ.貫
だやっか｡

2宵
となっLJ昨S･4月別臼の書

事例大桝叫コ日の芹
では
武
官の

ぺ
木口宗
んLJC拘仙仙念臼や

その肌唖の世相にrーた
わり､円び

内外に不安や■驚
かせる.こと

はtに庶するC例大熊に食わせL,

金棒で､私bl
芸

に考甘
J

右
できる｣と税関LLP

2001B･8月､特叫昭念日政

則に行っLJ轟
がJg内外の反発を

岬ぶと､02畔は4月営
し､さ

らにやglは1月に変えた｡昨咋4

月の虫舞は
｢黙焦
り上｣ではなか

っLJのLJろよノか｡

この間桐にLLJのは､2月に<

武仔氏か大概萌に就任するf四

の川面'5月に予舟きれる巾B岬

間蓋
え､r旨
煮
しな壷

軒点小間に抑えられ…
えたか

･1TLJスよノ｡岸
のちびに箸
皮

相と混乱を'惇均か一も分かって

いLJIJ恵
めLJようなものkJO

北耶群の核投
的什蕪的
(NP

T)脱退書
などX折方mず轟

柵軸を見れば､外交的な判断も州

gLLJのかどうか姫わしい｡

北耶岬に摂関粥嘉
-石
るに

は､日光柵に肌えTt北耶脈と蛇

捷な関供を持つ小官との迎机が不

可欠であるcLJから､首相は苑の

仏和でプーチン大切Wやr顛見5(

坪し､解力轟
り内川りたA
,.

小四は北朝鮮に片帆と萱

的

LtⅣ+〃はより大きい｡小畑と
仲可は芹
に対し即日抗相和しL).

題
の連れに■乱写生じる行i

は､貰
な糾書にも反するC

二

｡
≒

亙

う

.
'
肇

＼

な
ぜ
こ
の
時
期
に
棉
国
参
拝
か

小柄純
…加背相が叩阿州j=義
持
日代昏
湖で
繕
即化念口には

Lif
この特糊の参作には伊仙なり
必す柵阿州杜に砂川する1.と公的し

の梨
も孟
かえるが､慧
麗
ら
吉
相は稚
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